
1 

 

スリナム月間情勢報告（２０２３年１０月） 

 

在トリニダード・トバゴ日本国大使館 

 

１０月のスリナム内政、経済、外交月間報告は以下の通り。 

 

１ 概況 

●トタルエナジーズ社は、スリナム沖の巨大石油開発プロジェクト「ブロック５

８」において、ＡＰＡ社の資本的支出（ＣＡＰＥＸ）の一部を負担する方針であ

る旨発表。トタルエナジーズ社とＡＰＡ社はそれぞれ５０％の株式を保有して

いるが、トタルは推定９０億ドルの開発費の大部分を負担する予定。 

●サントキ大統領は初めてドミニカ共和国を公式訪問し、アビナデル大統領と

小島嶼開発途上国及び沿岸国としての共通の課題やハイチ情勢に関して会談。

更に両国間の農業、航空サービス、衛生植物検疫、及び炭化水素産業分野での協

力に関する覚書に調印した。 

●ラムディン外務・国際商業・国際協力大臣は、韓国で開催された第１３回韓国・

カリブ諸国パートナーシップ・ハイレベルフォーラムに出席。「包括的パートナ

ーシップに関する共同宣言」がスリナムと韓国の両外相により署名された。 

●１７～１９日、第一回カナダ・カリコム首脳会合が「強靱な未来のための戦略

的パートナー」をテーマにカナダで開催され、サントキ大統領が出席。 

●ラムディン外務・国際商業・国際協力大臣とル・ボド・フランス保健大臣は、

公衆衛生分野における二国間協力に関する覚書に署名した。 

 

２ 内政 

●なし 

 

３ 経済 

●（２日報道）トタルエナジーズ社は、スリナム沖の巨大石油開発プロジェクト

「ブロック５８」において、ＡＰＡ社の資本的支出（ＣＡＰＥＸ）の一部を負担

する方針である旨発表。トタルエナジーズ社とＡＰＡ社はそれぞれ５０％の株

式を保有しているが、トタルは推定９０億ドルの開発費の大部分を負担する予

定。これにより、トタルエナジーズ社はＡＰＡ社の石油コストの７５％にアクセ

ス可能となり、出資金の払い戻しが円滑に行われるようになる。 

●（１２日報道）ダサイ区画計画・環境大臣は、国土の９３％が森林で覆われて

いるスリナムにおいて、カーボンクレジットを通じた１．４４億米ドルの収入を

目標に、１クレジット（排出権）あたりの価格を３０米ドルに設定したと発表。 
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●（２６日報道）政府はスリナム水道会社（ＳＷＭ）に対し、国内の水問題解決

を目的とする緊急対策を講じるための支援として、７００万米ドルを承認した。 

●（２６日報道）統計局によると、９月の消費者物価指数は、前月比１．５％、

前年同月比５０．８％上昇。２０２２年のインフレ率は５４．６％を記録。 

 

４ 外交 

●（６日報道）サントキ大統領は初めてドミニカ共和国を公式訪問し、アビナデ

ル大統領と小島嶼開発途上国及び沿岸国としての共通の課題やハイチ情勢に関

して会談。更に両国間の農業、航空サービス、衛生植物検疫、及び炭化水素産業

分野での協力に関する覚書に調印した。 

●（１３日報道）イタリアで第１１回イタリア・ラテンアメリカ・カリブ諸国会

合が開催され、ラムディン外務・国際商業・国際協力大臣が出席。同会合は地域

間の関係強化を目的とし、投資促進やパートナーシップ強化、組織犯罪対策や司

法・安全保障分野での協力等に関する協議が行われた。 

●（１３日報道）ラムディン外務・国際商業・国際協力大臣は、韓国で開催され

た第１３回韓国・カリブ諸国パートナーシップ・ハイレベルフォーラムに出席。

「包括的パートナーシップに関する共同宣言」がスリナムと韓国の両外相によ

り署名された。 

●（１６日、１８日報道）１７～１９日、第一回カナダ・カリコム首脳会合が「強

靱な未来のための戦略的パートナー」をテーマにカナダで開催され、気候変動や

金融へのアクセス、地域の安全保障、ハイチ情勢、貿易・投資などに関する協議

が行われた。スリナムからはサントキ大統領が出席。 

●（１９日報道）ラムディン外務・国際商業・国際協力大臣とル・ボド・フラン

ス保健大臣は、公衆衛生分野における二国間協力に関する覚書に署名し、特にマ

ラリア、デング熱、及び金採掘での水銀の使用の対策等に関して協議された。 

●（２０日報道）陳旭中国国務院海外担当大臣が中国移民１７０周年記念行事の

一環としてスリナムを訪問し、サントキ大統領を表敬。更に、ラムディン外務・

国際商業・国際協力大臣は１１月訪中し、債務再編に関する協議を行う予定。 

●（２３日報道）２日付、スリナムはスイスのジュネーブに国連代表部を設置し

た。 


